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感情領域の疾患に・

プJJJムニヲEどタZ〆
特長

①感情領域の改善に優れ、自問・自発性欠如を主症状とする精神

疾患の精神レベルを高揚させる。

②幻覚・妄想などの異常体験を速かに消退させる。

@過度の精神抑制状態を起こすことなく、静穏効果が得られる o

包 装 50句鋭 100錠・ 500錠・ 1000錠 10%故 500g 

健保薬価 1錠 38.50円 1 <} 77.10円

長ラエーザイ株式会社
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提日

神経化学会へ顔を出すようになって既に何年になるだろうか。 ともかく顔を出し始めた

頃の第一印象としては“活発な学会だ，面白い discussionが聞かれる"ということだっ

た。その次の年も面白い学会だと思った。その次の年も，その次の年も同様な討論が，同

様なグループの人達lとよりなされた。新鮮味が次第になくなり，間着してゆきつつあるよ

うに思われた。学会の魅力は次第に薄れていった。研究者の層の薄さも感じさせられる昨

今であるG

本来，神経化学の魅力は夢が満ち溢れていることだろう。神経化学はなるほど，生化学

の一分野であるに違いない。然し夢があると感じさせるには何かそれなりの理由があると

思われる。その理由として私に浮ぶのは神経，脳といった組織のもつ特異な機能である。

興奮，刺激伝達，更に記憶，そして思索。人間の人間たる所以は中枢神経があることであ

り，それが機能することであるとの考えは否応なしに人を夢の世界へ誘い込む。それから

もう一つの理由，それは神経化学という学聞はまだ胎動を始めたばかりの極めて幼い学問

で，底知れぬ奥行に比べ，未tt何も解っていないとも言えることであろう。何事にしろ，

解明され，白目の下に曝された時には幻想が，夢が入り込む余地はなくなる。神経化学は

このような意味でも夢溢れる学問だと私は考えている。

神経化学をこのように考えてくる時，機能との結びつきに重点を置きながら研究を進め

るゆき方がある。長い歴史を持つ電気生理，細胞生理学的知見，臨床的観察とをかみ合せ，

更に形態学的所見を考慮する。こういった多方面からの知見が見事に統一された時 lnVl-

troでの生化学的データは invivoでもいきいきと脈打つに違いない。そしてその時機能

生化学として神経化学の姿は一層光あるものになると思われる。薬理学を専攻している私

は殊の外，機能へのこのような多面的アプローチ， そしてその綜合的解釈に大きな魅力を

感じる。神経化学研究のこのような方向を推進させるために純粋の生化学者と共に生理学

者，形態学者など多方面の専門家を学会のメンバーに加えるような努力がなされるべきだ

と思う。手はじめとして具体的には毎年の学会K何人かのこれらの領域の人に招待講演を

依頼することに決めでは。

神経化学会は学会発表論文の審査が厳重なことで有名である。そのこと自体は学会の内

容を levelupする ζとに連がるのは言う迄もない。然し，このことは他面，未熟ではあっ

ても新鮮味に富む論文の発表を refuseする危険性をはらんでいる。“この学会は審査がう

るさい"と初めから避ける人もある。“神経化学会は仲良しクラブtt"との蔭口も聞く。

閉鎖的だとの印象を与えているのであろう。私は乙の際思い切って門戸を全面的に解放し

てみてはと思う。型にはまったある立場からは未熟に思えるような論文の中に将来大きく

発展する素晴らしい芽が内包されていないと誰が断言出来るであろうか。一見，非常識極
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まる考え方，実験方法の中から素晴らしいものが生れてくる可能性をも期待出来る程，神

経化学は若々しい学問であると私には思えるのである。

前途洋々たるべき神経化学の前途を思うにつけ，最近ややマンネリイとしたのでないかと

の批判に素直に耳をかしたいと思うのである。 もっとも，このような批判の原因を作り出

した一因は私自身にもあることなのであるが。

吉田 博(大阪大学医学部薬理学教室)
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流 法

一ーその特長と限界一一

大月三郎，渡辺昌祐

(岡山大学医学部神経精神医学教室)

脳のはたらきは，複雑な構造からなる分化した機能の 明していく手段となるためには，濯流脳が正常な脳と比

統合であるが，このはたらきには脳内での過程と脳以外 較して差がないか，あるいは差があるとすればいかなる

の身体における過程とが，密接不可分の状態でまじりあ ものであるかということが問題となる。これは難かしい

っている。脳内因子を脳外因子から分離した上で脳のは 問題であるが，代謝的研究 (CHUTEet al.， 1939， GEIGER， 

たらきのしくみを調べようとする実験法に脳潅流法があ 1958， ALLWEIS et al.， 1958，池田， 1961，渡辺， 1961， 

る。 WHITEet al，. 1964， GILBOE et al.， 1965，森光， 1968 

脳潅流法は，脳の臓器としての統合性を保った上で a，b)，電気生理学的研究(山田， 1962，須田， 1963， 

脳の血液循環を人工的に規制する方法であるが，このう WHITE et al.， 1963， GILBOE et al.， 1964， SWANK and 

ちにも脳外因子からの分離の仕方にさまざまな段階があ HISSEN， 1965，森光， 1968 a， b)，形態学的研究(森光，

る。これを大きく 2つにわけると， (1)脳を脊髄から切 1968 a， LEE et al.， 1968)によって，正常脳にかなり近

り離して頭部に血液を潅流する方法と， (2)脳と脊髄と いことが認められている。

の連絡は無傷に保った上で、循環系のみを分離する方法が われわれは1959年以来， GEIGER and MAGNES (1947) 

ある。 (1)に属するものにも，最も純粋に脳外因子を除 法にしたがって，脳潅流実験を行ってきたので，この方

く目的から頭蓋骨の大部分を除去して，脳を殆ど裸の 法のもつ特長と限界について，われわれの経験にもとず

状態にしてしまうもの (WHITEet al.， 1963， 1964， SUDA 

et al.， 1963)と，かかる操作による脳浮腫などの非生理

的現象を除外するために，脳を頭蓋内にとどめておくも

のとある (GILBOEet al.， 1964， 1965) 0 (2)に属する方

法では脳は頭蓋内にあり，中枢神経系以外の軟部組織に

よる頭部と体部との連絡を可及的に切断したとしても，

脳外因子の完全除去という意味では， (1)の方法よりも

不完全であろう (HEYMANSet al.， 1937， CHUTE et al.， 

1937， GEIGER and MAGNES， 1947，熊谷ら， 1954， SWANK 

et al.， 1963)。しかし脊髄切断による逆行性変性などは

さけられるので，より生理的といえる。このうちの大部

分は濯流血として同種あるいは異種の動物の血液を用い

ているが， GEIGER and MAGNES の方法では既知組成の

人工血液を用いるところに特長がある。

脳濯流法が脳外因子を除いた上で，脳のはたらきを解

Brain Perfusion Method-Its Advantages and 

Limits. 

Saburo OTSUKI and Shosuke羽TATANABE:

Departme悶tof Neuro-Psychiatry， Okayan叫 Uni-
versisy Medical School， Okayama 

いて述べてみたし、。

脳濯流装置

脳潅流装置は図 1に示すように，人工血液を軟ガラス

製血液酸化装置を用いて 95%酸素と 5%炭酸ガスの混

合ガスによって通気した後，氷冷した貯血槽に入れる。

貯血槽からローラー型ポンプによって送り出された潅流

血液は，調圧器によって一定の流圧を与えられ，電磁流唱

量計，恒温槽 (380C)， オキシメーターをへて，総頭動

脈に連がり脳を潅流する。横静脈洞から脳を出た静脈血

は，オキシメーター， pHメーターをへて測定試料とし

て回収される。一度脳を通過した濯流血は再度脳を潅流

しない開放式脳港流を採用している。 i産流中の脳機能は

脳波記録と生体徴候によって観察し，総頚動脈の心臓端

に連絡した電気血圧計と，心電図によって身体の状態を

記録する。脳波記録は一般的には新皮質からの双極誘導

によった。実験目的に応じて，扇桃核，海馬，視床，脳

幹網様体に慢性的に植込んだ平行双極針電極によること

がある。新皮質電極は直径1.5mmの真鈴ネジを頭蓋骨

の ectosylviangyrusあるいは anteriorsigmoid gyrus 
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電
気
血
圧
計

図 1 脳濯流装置

にそって極間 10mmで硬膜上にねじこみ，歯科用セメ

ントで固定したものである。

脳体血管分離手術

GEIGER and MAGNES (1947) 法を一部改良した池田

(1961) の方法による。体重 2~3kg の成ネコを用いて総

頚動脈から脳以外の部分を栄養する分校をすべて結書記

し，椎骨動脈も結殺した上で，総頚動脈に接続したチュ

ーブから人工血液をポンプで送りこむことによって全脳

を栄養する。脳静脈系では，内，外頚静脈，内椎骨静脈

叢など脳からでる静脈を完全にとめ，すべての静脈血を

横静脈洞に挿入したドレナージから回収する。顔面，頭

争部，項部の筋は可及的に剥離，結数，切断をおこなって

いるが，残存した筋や骨組織は潅流動脈系によって栄養

される。また，生理的には椎骨動脈によって栄養されて

いる脳幹，小脳なども総頚動脈からの潅流に頼るように

なっている。濯流血液の分布状態をみるために，実験終

了時に濯流動脈血にエパンスブルーを注入すると，第1

頚椎間腔に挿入して内椎骨静脈叢を遮断している特殊ク

リッフ。から頭側の脳幹を含んだ全脳の血管内と，顔面な

どの残存筋に色素の移行を認める。体側への色素の移行

は肉眼的には全く認められない。潅流血に 14C化合物を

加えて行った実験で，体側血を大量に採血してしらぺた

所では，放射能の体側血への移行が僅かに認められるが，

その値は測定誤差範囲内にとどまっているので，脳体血

管分離手術は満足すべき状態にあると考えられる。しか

し残存した筋などをも潅流しているので，厳密に言えば

頭部潅流と言った方がよいが，これらの組織は可及的に

除去しているので，代謝的に占める割合はごく僅かであ

る。問題はむしろ椎骨動脈系の栄養にあるようで，潅流

脳の新皮質脳波が高水準を示しているにも拘らず，時に

撞孔の対光反射，結膜反射，触・痛覚に対する反応など

脳神経領域の反射機能が弱いことが認められるのは，こ

れに関係した事柄で、はないかと考えている (OTSUKI et 

al.， 1967)。

脳体血管分離手術はかなり手数のかかるものであり，

手術を始めてから終るまでに 2~3時間を要するので，

手術中のネゴの管理の仕方が， ~程流脳の活動水準に影響

をおよぼす。特にネンブタール麻酔の深度と人工呼吸の

確保が大切なようである。

われわれは一時期，濯流開始後の脳にネンブタールの

残存することをおそれで，d-ツボクラリンを用いた無麻

酔手術(山田， 1962)や，これに局所麻酔，あるいはエ

ーテルによる軽麻酔などを試みたが，これらの方法では

脳幹網様体を上行する手術中の刺激が激しいためか，潅

流脳の機能水準が短時間のうちに衰退することがしばし

ばあった。後述するように，人工血液の成分として低分

子デキストランを用いると，潅流開始後20分位で脳波上

ネンブタールの影響をとりさることができるので，現在

では再びネンブタール麻酔を手術中は行っている。麻酔
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脳濃流法

深度は，脳波上低振幅不規則徐波，時に鋭波を混ずる程

度で，自発呼吸は全くなく，呼吸はすべて人工呼吸に頼

る程度の深度である。

人工呼吸は，吸気中に呼気が混入すると，吸気中の炭

酸ガス濃度が上昇して肺水腫をおこすので，気管カニュ

ーレに吸気用と呼気用のゴム製の一方方向弁を設けてい

る。

濯流人工血液

脳の活動水準が，脳を栄養する動脈血の成分によって

左右されることは言うまでもないが，これを純粋な形で

しらべるには，既知組成の人工血液による脳潅流が方法

的に最も優れている。しかし，人工血液を生理的な血液

組成と全く同一にすることは不可能である。人工血液の

組成の優劣は潅流脳の活動水準によって決める必要があ

る。濯流脳機能が充分に高められた段階で始めて，さま

ぎまな脳機能状態における脳代謝の様相を研究できるよ

表 1 人工血液組成 (1000ml中含量)

ウシ赤血球 500 ml 

Krebs-Ringer 液 350 ml 

1.3%重曹液 150 ml 

低分子デキストラン 60 g 

アルブミン 2g 

D グルコース 1 g 

シチジ〉モ/燐酸ソーダ 80mg 

L アミノ酸 (mg)

Arg 27.1， Gly 18.0， His 12.9， 

Ile 19.8， Leu 30.0， Lys 57.6， 

Met 20.4， Phe 28.0， Thr 21. 0， 

Try 9.0， Tyr 20.0， Val 19.2， 

ビタミン

A 1，000i.u.， B1 1.0mg， B2 2.2mg， 

B6 0.4 mg， B12 4X10-4 mg 
ニコチン酸アミド 4. 0 mg， 

D パントテノール1.0 mg， 
C 10.0 mg， D lOO i.u.， 

うになる。逆に，脳機能をより高く，より長く持続でき する。低分子デキストランはまた，潅流中に脳血管抵抗

る血液組成を探す実験から，脳機能の維持に必要な要素 が漸増することを防ぐ(森光， 1968a)。

を知ることができる。 グルコース:脳機能が血液中のグルコースの存在に依

現在の標準的組成は表1に示したように，ウシ赤血球 存していることは，衆知の事実であるが，脳潅流を用い

のKrebs-Ringer重曹緩衝液による懸濁液に低分子デキ ると，グルコース以外の血液成分の恒常性を保って，純

ストラン，クeルコース，必須アミノ酸類，チロシン，グ 粋に血液クソレコース量と脳の機能・代謝との関係をしら

リシン，ピタミン類，シチジンモノ燐酸ソーダ (CMP) べることができる(枝松， 1967)。低血糖濯流では，脳波

を加えて， 95%酸素 5%炭酸ガスによって通気し， p02 の推移は脳静脈血中のグルコース濃度と極めて密接な相

130~200 mmHg， pC02 50~70 mmHg， pH 7. 35~7. 38 闘を示し，脳静脈血中のグルコース濃度の単位脳重量当

に保ったものである。この組成は長年の間に変更や追加 りの脳血流量を考慮した値，すなわち脳静脈血クツレコー

を行ってできたものである。この組成によって， i産流時 スがみmolejg脳/分(正常値:6μmolejg脳/分)にな

間60~90分聞は無拘束ネコの覚醒注意集中時の脳波パタ ると脳波が変化する。人工血液に必須アミノ酸類かグル

ンである低振幅速波を主体とする脳波を，最高水準とし タミン酸，あるいはグルタミンを添加しておくと，脳静

てうることができる(森光， 1968b)。しかし，この組成 脈血グルコースの値が 1μmolejg脳/分に低下して始め

にも不充分な所がある。脳活動を高水準に保つために て脳波が変化する。すなわち，血液中のこれらのアミノ

は，脳血流量を生理的水準より透かに高い 120-130mlj 酸は，血液グルコースの急速な減少によっておこる脳機

100g脳/分という値に保つ必要があること，技術的欠 能の低下に対して，ある程度の保護的作用をもっている。

陥がないと息われる実験で時に脳機能が潅流時間の経過 しかしこの保護作用は極めて不充分なものであることは

とともに衰退する場合があり，高水準の脳活動をすべて 言うまでもない。

の実験で恒常的にうるところまで至っていないこと，な 血清アミノ酸:人工血液がアミノ酸を含まないものに

どがある。 較べて，必須アミノ酸をほぼ生理的濃度に含むときは，

低分子デキストラン:血液の謬質惨透圧を保つために 潅流脳波の速波成分が増加し，無拘束ネコ注意集中時の

大分子物質の添加が必要で、ある。高分子ヒドロデキスト 脳波パタンに類似する(森光， 1968b)。脳組織の遊離ア

ランを用いたものに較べて(池田， 1961，山田， 1962)， ミノ酸と血清アミノ酸との量的関係をみると，アミノ酸

低分子デキストラン(平均分子量 40，000)を用いると， 無添加血の濯流1時間後には，脳の総選離アミノ酸，グ

脳体血管分離手術の術前処置として用いたネンプタール ルタミン酸，アスノfラギン酸，グルタミン，r-アミノ酪酸
麻酔の影響を潅流開始後はやくとりさることができる。 (GABA) などがすべて減少する。人工血液に必須アミ

潅流開始後約20分間でネンブタールの影響は脳波上消失 ノ酸をほぼ生理的濃度に添加しておくと，脳遊離アミノ
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酸のレベルが保たれる。しかし，チロシンは著明に減少 (1968)はイヌの分離脳の濯流についてこれを調ぺてい

する。人工血液にチロシンを添加しておくと，脳の遊離 る。 1時間の潅流では脳の微細構造は全く正常に保たれ

チロシンもそのレベルを保つことができる(大月ら， ている。 2~3 時間の湾流では血液脳関門と物質の透過

1967a)0脳のチロシンは脳内でドーパミン，ノルアドレ 性に関係する基底膜に軽度の変化が認められ 3時間以

ナリンなどのカテコールアミンの前駆物質としての重要 上の濯流で時にミトコンドリアの膨化がみられる程度で

性をもつが，これが血液からのチロシンの供給に完全に ある所から，潅流法は実験的に優れた方法であると考え

依存していることは興味がある。 ている。 LEEらの潅流法はわれわれの方法とは血液組成

シチジン宅ノ燐酸:人工血液中の代謝基質がグ平ルコー が異っているので，この結果をもって，われわれの潅流

スのみであるときには，潅流脳の活動は時間とともに急 脳の微細構造を類推することはできない。

速に低下する。人工血液を肝循環した後に脳を濯流する 穣流脳の血液脳関門が機能的に正常であるか否かとい

と結果がよかった (GEIGERet al.， 1954)。この有効成 う問題についても，すぺてが解決された段階ではない。

分としてシチジンとウリジンが GEIGERand YAMASAKI しかし， [U_14C]グルタミン酸を人工血液に添加した実

(1956)によって認められた。われわれはこれらのヌクレ 験で，血液から脳の遊離アミノ酸プールに移行するグル

オチドである CMPと UMPの添加，ついで;CMP単 タミン酸は量的に極めて制限されている。また，この実

独添加でも成績はほぼ同様であることを認めた(大月ら， 験から計算されたグルタミン酸の代謝的コンパートメン

1965，修多羅， 1967a)。 トの大きさは invivo実験 (LAJTHAet al.， 1959)か

しかし， SWANK and H回 EN (1965)， ALLWEIS et al. ら計算された値 (GARFINKEL，1962)と類似している(中

(1967)はガラス綿による人工血液の伊過が有効である 島， 1967)。濯流血液に色素(エパンスプルー)を添加し

ことを認めている。この操作によって濯流脳の血管抵抗 た実験では，色素は脳血管内にとどまっていて，脳組織

の増加を防ぐことができるが，濯流1時間位のうちに脳 がぴまん性に染色されることはない。以上から，少なく

機能が衰えていくことを認めている (ALLWEIS et al.， ともグルタミン駿と色素については，血液脳関門が健在

1967)。 人工血液を肝循環にとおすことの意味に生体伊 していると考えられる。

過が関係していると考えている。われわれも最近，人工

血液をあらかじめ印~100 メッシュのガラス・フィルタ

ーで炉過し，潅流実験中は200メッシュのガラス・フィ

ルターを動脈血が通過するようにしている。この操作に

よって，濯流中の偶発的な小栓塞の発生を防ぎうる。し

かし， CMP添加の効果は濯流脳のク守ルコース代謝に関

与しているようで，ガラス綿による炉過と向ーには論じ

られない。

p02， pC02:人工血液の酸素，炭酸ガスの分圧は，潅

流脳機能に著るしい影響を与える因子である。 p02は

130~2∞ mmHg， pC02 は 50~70mmHg の範囲にな

るように， 95%酸素・ 5%炭酸ガスの通気を調節し，重

曹水の添加量を定めている。 pC02が低いときには脳血

管が収縮し，単位流圧当りの脳血流量は著明に低下する。

p02が高いときには，潅流脳機能が高水準に達しにくく，

機能の衰えも早くくる傾向がある。

濯流脳の形態と血液脳関門

1時間余りの濯流をおこなった脳組織を組織学的にし

らべると光学顕微鏡の段階では，細胞構築の乱れもなく，

神経細胞および謬細胞の染色態度や血管周囲腔について

も，正常脳と全く差がない(森光， 1968a)。濯流脳の電

子顕微鏡による微細構造は観察していない。 LEE et al 

脳波を指標とした脳機能と脳代謝との関係

脳波を指標とする脳の活動水準の変動iこ伴う脳代謝の

変化をしらべることは，脳i産流法の特長を生かした研究

分野である。われわれが湾流実験中に通常記録している

脳波は，新皮質の硬膜上に同定した電極からえられる新

皮質脳波である。これは厳密には新皮質の限局された局

所の脳の活動水準を示すものであるが，例外的な場合を

除いては全脳の活動水準を反影している。脳潅流の実験

技術の改良によって，新皮質脳波が濯流開始40分から70

~100 分後の実験終了時まで，速波活動を主体とするこ

とができるo しかし，現在のところ，毎回恒常的に一定

して高水準に保つことには成功していない。人工血液組

成と脳血流量を同一条件に保っていても，上述の実験時

間の脳波が，徐波成分を主体とすることもある。この欠

点を逆用して，脳波水準と脳代謝との相関をしらべるこ

とができる。

血液から供給されるグルコースが脳の主要なエネルギ

ー源であり，脳におけるグルコースの代謝は遊離アミノ

酸を経由する割合が高い特徴をもっている。したがって，

脳波と脳代謝の関係の研究を， [U_14C]グルコースの代

謝をしらべることから始めた。人工血液に [U_14C]ク

ルコースを添加した脳潅流実験はすでに ALLWEIS and 
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MAGNES (1958)， GEIGER et al. (1960 a， b)， GEIGER 

(1962)， GEIGER et al. (1962)によって報告されている

が，脳波との関係は考慮されていない。

このような研究を脳濯流法を用いておこなうことの利

点は大体次のようである。 (1)脳摘出直前まで脳波を持

続的に記録しているため，脳の機能水準がよくわかって

いる。 (2)血液中の放射能濃度の恒常性を保っている。

(3) 脳摘出が濯流時間 60~100 分間の範囲では，脳と静

脈血の酸可溶性分画の物質への放射能の移行度は実験持

続時間には影響されなL、。すなわち，この時間内では伐

謝的平衡状態にある。 (4)脳と動ー静脈血の物質の測定

が脳血流量の恒常性を保った条件で、行われるので，グル

コース炭素の出納が簡単に計算できる。この研究の弱点

としては，脳の活動水準の低下の原因が，脳への血液供

給の不足によるものでないということ以外には判ってい

ない。

脳波とグルコース代謝との関係で認められた結果を要

約すると次のようである(二宮， 1968， OTSUKI et al.， 

1968b)。脳波が速波活動を主体とする脳の皮質では，グ

ルタミン酸，アスパラギン酸，グルタミン， GABAな

どクエン酸サイクルに密接した遊離アミノ酸と，静脈血

に遊出される脳の呼吸炭酸ガスの炭素原子当りの比放射

能を，血液ク守ルコースの炭素原子当りの比放射能で割っ

た値 (RSA)が極めて高く，脳波が徐波活動を主体とす

る脳では RSAが低下し，脳波が平坦化したものでは更

に低下する。すなわち，脳が活溌に活動するほどクエン

酸サイクルの代謝物質はグルコースに由来する割合が増

加し，脳の活動が不活溌になればグルコース依存度が減

少する。

新皮質脳波は一般的に全脳の活動水準を表わすこと

は，海馬や馬桃核などに慢性的に電極を植えこんだネコ

で標準的脳濯流を行うと，新皮質脳波は海馬や扇桃核な

ど旧古皮質から誘導された脳波とその活動水準が平行す

るのが普通であることで示されている。しかし，特殊な

条件下では脳の各局所の活動水準が平行しないことがあ

る。このような時には，新皮質脳波のみを指標として全

脳の代謝との関係をみることが困難になる。その好例は

低血糖濯流のさいみられる(枝松， 19(7)。合糖血濯流か

ら無糖血濯流に切換えると，急速な低血糖にいたる過程

で，海馬脳波に発作発射をきたすことがしばしばあるが，

新皮質脳波にはこれがみられない。脳の酸素消費量は海

馬の発作発射に一致して増大する(山田， 1962，枝松，

1967)。 しかし一方では，脳の局所活動の増大が全脳的

代謝を反影する静脈血の組成には変動を与えない程度の

ものもありうる。

脳の限られた局所の興奮と全脳の代謝との関係を，局

所の電気刺激によって実験的にしらべることが可能であ

る。視床下部の慢性植えこみ電極を施したネコの脳濯流

によって，電極刺激による行動パタンと脳血管の収縮，

拡大ならびに脳酸素消費量の変化との聞に相関関係のあ

ることがみいだされた(引地， 1965) 0 

MAGNES et al. (1967)は脳濯流中に視床の前腹側核を

電気刺激しておこした漸加反応，すなわち新皮質脳波の

紡錘波のさいには，濯流血に [U-14C]グルコースを添加

して測定した静脈血炭酸ガスの RSAは，潅流脳波が覚

醒パタンを示しているときと変らない。脳潅流前に cer-

veau isoleをおこなったものでは潅流脳波は同様に紡錘

波をしめすが，この時には静脈血炭酸ガスの RSAは低

下することを認めている。新皮質脳波を全脳の機能水準

の指標とすることにも，脳静脈血の組成の変動を脳代謝

の指標にすることにも，いずれにも限度がある。

脳血流量と脳機能・代謝

脳機能と代謝は脳血流量の変化に敏感に影響される。

脳潅流法では濯流圧をさげることによって，血液組成の

恒常性を保った条件で，任意の脳血流量に低下させるこ

とができるので，脳血流量と脳の機能と代謝との関係を

しらべる有力な手段となる。

脳血流量と脳波との栢関は著明である(光信， 1968a)。

脳血流量の20%以上の低下では，流量の低下に平行して

速波活動が減少し，徐波活動が増加する。脳血流量の低

下が40%以上では脳波は平坦化する。低血流潅流による

脳の機能低下と，標準潅流における低機能状態との問に

代謝的に差異があるかどうかを，潅流血液に [U-14C]グ

ルコースを加えてしらべた(光信， 1968b)。低血流潅流

においても標準潅流の低機能時と同様に，グルタミン酸，

アスパラギン酸， グルタミン， GABA呼吸炭酸ガスの

RSAの低下が認められるが， GABAの代謝がやや異な

る。酸素欠乏と GABAの代謝との関係は既に注目され

ている (Wood， 1967)。また，脳の遊離アラニンは胎生

期に含量が高く，生後まもなく減少し(深井， 1959，野

口ら，1967)酸素の供給と密接な関係があるところから，

アラニンの代謝と脳の血液循環不全との関係は興味のあ

る問題である。

脳濯流法を用いた薬理学的研究

脳潅流法では薬物の血管内投与による脳波，脳血流量，

体側血圧等の生理的現象や，脳の代謝に与える直接的影

響を，他の組織における薬物の代謝を除外した条件で研

究できる。また，血管内投与法を一定にすることによっ
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て，被検物質の薬理作用を定量的に比較することが容易

である。頚動脈に接続したチューブに一定量の薬物を急

速注入した時の薬物の脳血管内における平均的濃度は，

脳静脈血を継続的に分画採取して含量を測定することに

よって，その時間曲線として求められる。この濃度時間

曲線に対して，薬物作用の強さと持続時間との関係をし

らべることができる(大局ら， 1967b)。諸種薬物につい

てのわれわれの経験から，急性投与実験において，作用

時間の極めて短かい薬物は血液脳関門を通過しにくい物

質であり，作用時間の長い薬物は，血液脳関門を通過し

やすい物質であるという関係が成立っているようである

(大月， 1967)。したがって，薬物作用の持続時間の長短

から逆に，その薬物の血液脳関門の通過性の難易を推定

することが可能である。

薬物を人工濯流血液に添加して脳潅流を行えば，脳血

管内の薬物濃度を恒常的に保つことができる。これを持

続投与実験と呼んでいる。持続投与実験における薬物の

添加量の決定には，上述の急性投与実験における最少有

効量が参考となる。急性投与実験で 1mlの薬物を 10秒

間で頚動脈内に注入したときに認められる最少有効量の

1/50-
1
/100 の濃度の血液を持続的に潅流すると，その薬

物の持続的作用が期待できることが，実験的に認められ

た。薬物の持続投与は，薬物の影響下における脳代謝を

しらべるのに適している。

われわれが既にしらぺた薬物は多岐にわたっている。

酸性アミノ酸(グルタミン酸，アスパラギン酸とそれら

の関連物質) (丸川， 1961 a，大月ら， 1967 c)， GABA  

(大月ら， 1967 b) とその関連物質(丸川， 1961 b，大月

ら， 1968， OTSUKI et al， 1968 a)， アドレナリン，ノル

アドレナリン，アトロピン，塩酸パパペリン，ニコチン

酸(市山， 1963a)，クロルプロマジン(市山， 1963b)， 

クロルジアゼポキサイド(市山， 1963c)，ネンブタール

(大森， 1967)，カリウム(藤田， 1964， 1966) ，核酸系物

質(修多羅， 1967a)，低級脂肪酸(修多羅， 1967 b)な

どである。その詳細は省略する。

おわりに

脳潅流法は脳の臓器としての統合性を保ちながら脳外

因子を除外した条件で，脳の機能と代謝の両面のはたら

きを調べうる特長をもった実験法で、ある。脳の活動をさ

さえるために必要とする血液中の成分，脳の活動水準と

脳代謝との相関，脳の循環血液量と機能と代謝との関係，

脳機能を直接的に変化させる薬物の作用などについて，

脳潅流法を用いて研究することは，他の実験法によって

は得ることの困難なデータを提供しうるものである。し

かし，脳潅流法は脳体血管分離手術による侵襲，脳内血

液循環の分布状態の非生理性，既知組成の人工血液を用

いることの利点、が非生理的であるという欠点をもっ，な

どの難点を有している。これらの制約を含みながら， ~程

流脳は機能と代謝と形態の各面からの研究で正常脳に近

いことが認められ，脳研究の 1つの有力な手段となって

し、る。
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昭和 43年度文部省特定研究

「代謝障害による脳疾患の生化学研究」報告
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そこでラッテ脳とのみ一本の沈降線を示すところか

ら補体結合反応を用いて抗原成分の分布を検討した。

細胞内分画ではミクロゾーム分画に最も多く，ついでミ

エリン分画にもその1J2量程度存在し，他の分画には極め

て少くなかった。一方諸神経組織についてみると，この

抗原成分は中枢神経系に特異的に局在し，また大脳の部

位別では，灰白質に最も多く，ついで白質に，脳梁では

灰白質の1J2以下で、あった(図 1)。

一方この抗体はラッテ脳ミクロゾーム分画の Na-K-

ATPase 活性を抑制することから Mg-ATPase及び

塚田裕三

(慶大・医・生理)

さきに吾々は，ラッテ脳ミクロゾーム分画を 50mM

EDTA処理した沈澄の膜成分を抗原として， 家兎に免

疫し抗体を作り，この抗体が塞天ゲル内沈降反応でラッ

テ脳とのみ明確な一本の沈降線を示し，他のラッテの臓

器とは反応を示めさず，さらに他の動物種とも反応せず，

種族特異性，臓器特異性を示すーっの抗原成分がラッテ

脳ミクロゾーム分画に存在することを示した。

脳特異タンパク質の研究1. 
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Na-K-ATPaseの神経組織内分布を同時に調べてみると

Na-K-ATPaseの存在部位と抗原価の分布とは良く一致

しており，また脳発育過程での抗原の出現の時期はミエ

リン形成期に先んじて生後3 日 ~10日にかけて急増して

おり，ラッテ脳の発育過程での Na-K-ATPaseの出現

の時期と一致していた(図 2)。
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。

以上のように抗原成分がミエリン形成に先んじて出現

することから， ミエリン分画に抗原性を示したことはミ

エリン分画に混在する膜成分に由来するものと考えら

Antigenicity per protein 
% of Ms-Sonic-Spt 
200 100 

Ms-Sonic-Spt 

40% 

れ，抗原成分の神経組織内分布から抗原が神経細胞にの

み局在するものではなく，中枢神経系の神経謬細胞にも

存在するものと考えられた。

さらに抗原成分の精製を企て，すでに吾々の報告した

超音波処理水抽出法を用いて脳ミクロゾームから水抽出

タンパク質分画を得，これに硫安分画を行なった。その

結果40%硫安分画に抗原成分が抽出され単位タンパク量

当りの抗原価は80%の増加を示し，一方この分画に一致

して Na-K-ATPase もまた抽出され，その活性もまた

7倍に上昇していた(図ー3)。この40%分画からクロロホ

ルム:メタノール (3: 1)で脂質部分を抽出し，抗原成

分の回収率を検討すると，脂質部分に90%以上の抗原成

分が回収された。このことは40%分画を 1000C，10分間

の熱処理を行なっても，またトリプシン処理を行なって

も抗原価の減少は認められず，抗原の決定基が脂質部分

にあることと一致していたO

以上の実験を通じて，ラッテ脳ミクロゾーム分画に存

在する種族特異性，臓器特異性を示す抗原成分は Na-K-

ATPase酵素タンパクそのものか，あるいは酵素タンパ

クに近接するタンパク質でそれに結合した脂質に抗原決

定基をもつものであろうと推定された。

発表神経化学1.Supple.， 29， (1968) 
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2. 自甫事L動物におけるセロトニン生合成機構に関する

研究

早石 修

(京大・医・医化)

研究目的 時乳動物の中枢神経系のセロトニン生合成

の機構を特にその律速酵素であるトリプトファン水酸化

酵素を中心に研究する。

研究方法実験材料は主としてモルモットを使用し

た。基質として使用した L トリプトファン(側鎖 1，2， 

3)_14Cは大腸菌のトリプトファン合成酵素を用いて Lー

セリンー14Cとインドールから酵素的に合成した。芳香族

L-アミノ酸脱炭酸酵素は牛の脳幹部より精製した。トリ

プトファン水酸化酵素活性は L-トリプトファン_14Cを

基質として還元型ジメチルプテリジン，ジチオトレイト

ール，二価鉄，芳香族 Lアミノ酸脱炭酸酵素，ピリド

キサール燐酸の存在下で37度で一時間反応させ，過塩素

酸で、反応を止め生成した 14C02を Gliemannの方法に

従ってフェネチルアミンで補捉して液体シンチレーショ

ン計数器により測定した。反応生成物の分離はダウエッ

クス 1およびアムパーライト CG-50によるカラムクロ

マトグラフィーとセファデックス G-25を支持体とする

分配クロマトグラフィにより行なった。
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結果 モルモット脳幹部よりトリプトファン水酸化

酵素を SH剤などにより安定化し DEAE，硫安，アル

ミナ Crなどで部分精製し，その補助因子の要求性，基

質特異性その他の基礎的な性質について研究し，還元型

葉酸誘導体p 二価鉄， SH弗jを要求すること，チロシン，

フェニルアラニンなどを基質とせずトリプトファンに特

異的であることなどを明らかにした。またモルモット脳

幹部ホモジネートの頼粒分画に強力なトリプトファン水

酸化酵素阻害物質が存在し，その阻害は本酵素活性に対

し特異的で、熱に対し不安定なタンパク性の物質であるこ

とを見出した。

発表 Advancesin Pharmacol. 6， 5 (1968) 
神経化学.7， Supple. 100 (1968) 

神経化学.7， SupPle. 104 (1968) 
J. Biol. Chem. in press (1969) 

3. 内因性精神病者脳の部位別酵素活性

高橋 良

(東大・医・精神)

研究目的従来の研究者の報告によって，精神病者脳

において，アミン代謝に関与する酵素活性の異常の存在

が想定されているので，精神病者脳について直接，酵素

学的研究を行ない病困解明に資することを目的とした。

研究方法 まず精神分裂病類似の行動異常を示す覚醒

剤中毒動物の研究から，想定された分裂病者脳における

MAO活性の局所的変化の存在の可能性を検定するた

め，分裂病者脳を含む人脳の各部位における MAO活性

を検索した。分裂病群，対照群とも脳疾患以外の病因で

死亡したもので，死後2~6 時間以内に全脳を摘出し，

-200C のフリーザーに移した。保存期間は21~300日で

両群の聞に差はなL、。フリーザーから 40C の低温室に

移し， 6~8 時間後シャーペット状になったところで各

部位別に組織を採取し， MAO 活性を測定した。測定法

は Bogdanskyらの方法で，セロトニンを基質として，

基質の減少を測定した。脳組織を凍結融解の上蒸溜水で、

ホモジナイズすると最大の活性がえられた。以上の条件

で，死後フリーザーに入れるまでの時間とフリーザー中

保存期間の MAO活性におよぼす影響は特に認められ

なかった。

結果対照脳および分裂病者脳におけるMAO活性

の分布を，機能的分類に従って表わすと表の如くであっ

た。各部位の絶対値について対照と分裂病の間で統計学

的な有意差は認められないが，分裂病では新皮質で増加，

他の部位では減少の傾向がみられる。新皮質を 100とし

て分布の相互関係を示すと一層はっきりし，これを図示

すると図の如くになる。対照と分裂病のパターンを比較

すると基底核，辺縁系に特異なものがみられた。この中，

基底核での変化は症例の個別的検査結果からみて向精神

薬の影響が推測されるが，辺縁系での変化は注目に値す

る。

発表

1 金村元，須田茂雄，中村陸郎，町山幸輝，高橋

良，台弘 (1968): 人脳各部位における酵素活

性分布に関する研究，神経化学 7，Supple. 118. 
2. UTENA， H.， KANAMURA， H.， SUDA， S.， NAKA・
MURA， R.， MACHIYAMA， T. and TAKAHASHI， R. 

(1968): Proc. Jaμn Acad. 44， 1078-1083. 

4. 脳の解糠系について

佐野 勇

(阪大・医・高次研)

研究目的解糖系の制御機構における cyclicAMPの

役割は最近とくに注目されるにいたった。我々は脳組織

中の cyclicAMP濃度が各種神経ホルモンの添加や通電

刺激，断頭等により著しく変化することを見い出してす

でに報告したが，ひきつづいてその酵素的機作を明らか

にするために実験をつづけている。今回は，脳から分離

した cyclicAMP分解酵素(サイクリックホスホジエス

テラーゼ)について得たいくらかの知見を報告する。

研究内容 (1) ラット脳を遠心沈澱分画した結果，上

清及び穎粒状の両区分にサイクリックホスホジエステラ

ーゼ活性を認めた。前者の至適 pHが8.5近くであるの

に対して後者のそれは8.0にみられ，両者の酵素的性格

の異同を更に検討中である。

(2)脳サイクリックホスホジエステラーゼ活性が生理

的濃度の ATPによってコントロール(阻害)されてい

るという説に対して，我々は“生理的濃度"の ATP阻

害の度は軽微であり，従ってこの酵素に対するコントロ

ール機構はむしろ ATP以外に求めるべきであることを

示した。

(3) (1)の上清を材料として，硫安分画，酸性処理，

Sephadex G-100カラムクロマト， Sepharose 6Bカラム

クロマトグラフィーの順に酵素の部分精製を行なった。

精製に伴って酵素の見かけの収量は著しく低下したが，

精製した酵素に脳 extractを添加することによって活性

が回復することを見いだした。(添加時/無添加時の活性

比率は3以上)脳 extract中の activatorは非透析性且

つ耐熱性であり，有機溶媒には抽出されなし、。今後この

activatorと酵素との関係を中心に，サイクリックホスホ

ジエステラーゼに対するコントロール機構を追究してゆ

きたい。

発表第11回日本神経化学会， 1968年， 10月，京都

にて一部発表。
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5. 臨床的に Tay-Sachs病と診断された悩の蓄積脂

質

横井 晋

(群大・医・精神)

家族性黒内障白痴の 1例を剖検し，病理組織学的，脳

の脂質化学的分析を行なった。

3才の男子，生後7ヶ月より発育障害，発熱， ~霊肇，

各種神経症状が進行し 3才で死亡。眼底に cherryred 

spotあり， Tay-Sachs病と診断。末期の EEGはflatで

Electrical Silent.臨床化学検査(アミラーゼ，アルカリ

酸フォスファターゼ，アルドラーゼ， GOT， GPT， LDH) 

ではアミラーゼ， GOT， LDHの活性増加がみられた。

組織学的には白質全般に亘るつよい脱髄と灰白質私経

細胞は脱落が多く，残された細胞は気球状に膨隆してい

た。組織化学的検索では糖脂質の存在がつよく疑われ

た。 1部ホルマリン固定材料より，電顕的検索を行ない，

Tay-Sachs病に多くみられる MembranousCytoplasmic 

Bodies (MCB)をその胞体中に多数発見できた。

凍結保存した脳より Folch法によりガングリオシド

分画を抽出し，すなわち wettissueを冷アセトン中で

磨りつぶし，遠沈して沈澄をクロロホルム・メタノール

(2: 1)で充分抽出し，抽出液を KCL0.88% さらに

equilibrate upper phaseで2回洗い，その上層を溜水に

対して透析し，凍結乾燥したものを粗ガングリオシドと

した。この組ガリグリオシドを薄層クロマトでみると，

その大部分の Rfは Tay-Sachsガングリオシドと通常

ガングリオシドの中間に位するものであった。

粗ガングリオシドを佐酸カラムにかけC.M(5: 5)で

溶出してくる分画を菟集し，赤外線スペクトル，ガスク

ロマトグラフィーによる分析を行なってつぎの結果を得

た。この分闘に若干爽雑物脂肪酸?がみとめられたが大

部分はガングリオシドで，その脂肪酸組成は C1Sが最も

多く ，C16， C20が僅かに存在した。中性糖成分はガラク

トーズ:グルコーズ=1:1であった。

Sphingosine組成は C1s-Sphingosineが圧倒的で，

C2o-Sphing. C1s-dihydrosphingが少量存在した。 Sol-

vent systemを変えた TLCでは Tay-SachsGanglio・

sideのRfと全く一致した。以上より蓄積糖脂質は大部

分が Tay-Sachsガングリオシドと全く一致するもので

あった。

つかの病型では酵素レベルで・の変化が実証されている。

しかしガングリオシドが蓄積する場合の酵素の変動につ

いては報告が少L、。来原，望月(阪府大・農)がネコに

臨床症状，病理像がヒトの Tay-Sachs型に類似した遺

伝病のあることを発見したので，この場合に蓄積する糖

脂質及び各種水解酵素についてヒトのガングリオシド蓄

積症と対比しながら研究を進め，糖脂質の代謝機能を解

明することを目的とした。

研究方法各臓器からのカrングリオシドはFolch法に

よって抽出し，シアル酸量を測定し，薄層クロマトによ

って分析した。糖の組成，脂酸はガスクロマトにより分

析した。

糖水解酵素活性は脳ホモジェネートの 12，000g上清

を酵素源とし， p-Nitrophenyl-s-glycosidesを基質とし

て測定した。

結果ガングリオシドは病猫脳で約4倍，人のTay-

Sachs病で約6倍， generalized gangliosidosisで約4倍

に増量し，薄層クロマトでは病猫脳及び人の gene:ralized

gangliosidosis の場合は monosialoganglioside， Tay-

Sachs病の場合はいわゆる Tay-Sachsgangliosideの著

しい増量が認められた。病猫の肝・腎のガングリオシド

は 2~7倍に増量しているが薄層のパターンは正常であ

った。糖の分析の結果も以上の所見と一致した。 Mono-

sialoganglioside の蓄積する症例では猫，人の両者とも

かgalactosidaseの欠如があり，同時に s-glucosidaseの

著しい増加があり， s-N-acetylhexosaminidaseもやや増

加している。正常脳酵素との mixtestからかgalactosi勾

dase の活性低下は Inhibitorの存在によるのではなく

酵素の欠損と考えられる。人の Tay-Sachs病では s-N-

acetylhexosaminidase， s-galactosidase 活性に著しい低

下は認められず， s-glucosidase活性の上昇が著しい。全

症例で acidphosphatase 活性に著しい変化は認められ

なかった。

発表第41回日本生化学会大会 (1968)

第11回日本神経化学会 (1968) 

7. Cytomegalic lnclusion Diseaseの神経病理

学，とくに封入体の組織化学

白木博次

(東大・医・脳研)

(協力者)小田雅也

6. 脂質症の糖脂質の研究 生後2ヵ月から 3カ月に発病し死亡した5例の Cyto・

山川民夫 megalic lnclusion Disease の神経病理学的，組織化学

(東大・医・生化) 的，電顕的検索結果を報告する。いずれも発熱，呼吸障

研究目的脂質蓄積症は遺伝的異常によって惹き起こ 害等肺炎症状を呈して死亡しており，中枢神経症状は目

された酵素作用の異常によると考えられ，そのうちいく 立たず，病理学的にも間質性肺炎の他，肺，腎，唾液腺
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等に核封入体をもった大型細胞が出現し診断が確められ

ている。脳病変はすべて全身感染の部分現象とみられ，

geringe nodulare panencephalitis というべきもので，

リンパ球，組織球を中心とした血管周囲浸潤や細胞結節

がごく限られた範囲にみられ，所により特有な大型細胞

が混在する。イ例では，小脳，脊髄，橋などの実質の壊死

も強かった。中枢神経系に出現する封入体をもった大型

細胞は，主として血管外膜細胞由来のものと思われるが，

星状グリア，脳室上衣細胞，脈絡膜上皮細胞，神経細胞

内にも核封入体形成と胞体の変化が認められ，これらの

細胞も Virus侵襲をうけているといえる。 Cytomegalie

に定型的な大型細胞は，核内の型封入体をもっと同時に，

膨大した胞体内には basophilで PASや Gal10cyanin

で染まる頼粒構造をもっているが，これらについて組織

化学的に，かっ Cytophotometrisch，或は電顕的に検索

した結果は次の通りである。 1)核内封入体は DNSを

主体とし，電顕的にも封入体内に 70mμ 程の Viruo.

partikelnが多数認められる。しかし FastGreen pH 8. 2 

により Histoneは染め出されず， Acridine Orangeでも

黄緑色鐙光を示すなど，一般の細胞核 DNSの反応性と

の相異が注目され，ここでは何らかの Virus侵襲に基

くDNS代謝異常が推定される。 2)これに対し胞体内

封入物質は性質が異り， Cytophotometrischには少量の

DNSと，それより多量の RNSが認められる。電顕的

には 150mμ 程の厚い denseな外套を持った Virus.

partikelnが核内の如く密集せずに散在し，その問に多量

の densematerial (Lysosomeと考えられる)が大小の

Partikelとなって存在している。つまり胞体内頼粒は核

内封入体と異り， RNA， Polysaccharidenを含んだ Lyso-

some性の細胞側の Virusに対する反応過程を示す形態

と考えられる。 3)中枢神経ではその他更に大型の多核

性巨細胞が出現するがその形成過程として，核分裂によ

る mitoticprocessと，細胞の融合による amitoticpro勾

cessとの二様式が形態学的に考えられる。

8. 分離神経細胞での物質代謝

佐式 明

(新大・脳研)

て報告した方法1)により多量の神経細胞体および他の分

画を得た。即ち 20%Ficoll 溶液中で脳幹部を 740μ，

430μ 次いで 340μ 関口節を通し (NGG52 i戸液)35% 

Ficoll溶液に重さねて 4，500r.p.m.， 60分で得た三層を

上から A，B，およびC分画と名付けた。 C分画を精製

して大型多突起神経細胞体 (74~31μ 画分)と突起の少

ない小型神経細胞体を主成分とする分画 (31μ>画分)

とを得る。各分画は等張J庶糖で2回超遠心洗糠後ホモジ

ナイズし酵素活性測定に用いた。 ATPase測定は NaCJ

100mM， KCl 20mM， MgC12 6mM， ATP 5mM， pH 

7.4で， ouabain 濃度は 2~3mM を用いた。 AchE 測

定は acetylcholineperchlorate 4 mMを基質とし hydro-

xylamine一塩化鉄法で測定した。

ATPase 活性測定の結果は第1表の如くであって，神

経細胞体の ouabain感受性 ATPase比活性は原組織

(NGG i:戸液)の1/6でしかないことになる。尚 AchE活

性についてみると大型神経細胞体，小型神経細胞体とも

原組織の 2~2.5 倍の比活性を示した。その生理学的活

性から神経細胞体 ATPase活性が高いことを期待した

のであるが，得られた低活性が，真の低活性を示すもの

か， Caイオン等の阻害物質が細胞についておるためか，

活性表現法によるものか検討中である。

第 1表

ATPase activities of fractions from pig brain stem 

a b a-bl a b a-b 
Fraction I (-oua-(+oua- I (-oua-(+oua-

bain) bain) bain) bain) 

NGG 52 
1086(1) I 1160 (6) 514 (6) 646 五ltrate

Fraction A 1000(1) 

Fraction B 374(1) 182(1) 192 

Fraction C 532(1) 419(1) 113 

74-31μ 
339(6) 236(6) 103 fraction 

μmo]，邸 Pireleasedj100 mg proteinjhr. 

1) SATAKE， M.， HASEGAWA， S.， ABE， S.， and TA-

NAKA， R.， Brain Res.， 11， 246 (1968) 

(協力者)長谷川 精一 9. 神経系細胞核の代謝とその異常

研究目的可及的に破壊され方の少い，多量の神経細 黒川 E 則

胞を取り，この化学的特性を明らかにして脳障害時の脳 (東大・医・脳研)

の化学的変化を知るための基礎資料を呈供することにあ (協力者)加藤尚彦，稲村博

る。今回は脳浮腫等で問題となっている所謂 Ouabain 研究目的 肝細胞核，脳細胞核(ノイロン核，グリア

感受性 ATPaseを分離神経細胞について検べた結果を 核)を分離採取し，その RNA合成およびホモポリマ一

報告する。 合成活性を調ぺ，細胞核によるそれらの相違を検討した。

実験方法と結果豚脳幹から42年度の本研究会議に於 研究方法モルモットの肝・大脳皮質，牛脳の皮質・
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皮質下白質から，肝細胞核，特にノイロン核とグリア核

を分別的に遠心分離した。分離核を用いて invitroで酸

不溶性・アルカリ可溶性成分への 14ιXTP(X; A， G， 

C， U)のとりこみを調べた。

研究結果 (1)肝細胞核は Mn++， 2mM; (NH4h 

S04， 30mM; pH 8.0の至適条件下で ATPを着明に

とりこむ。 Mg++はとりこみを活性化せず，ピロ焼酸は

完全に抑制する。アクチノマイシン D (Act. D)，ニコ

チン酸アミド， NADは殆ど影響せず， NMNは活性を

高める。 XTPは活性を抑制!し，更に Act.Dを加える

と一層抑制する。グリア核に同じ活性がみられるが，ノ

イロン核では低い。 (2) ノイロン核は (1)と同じ条件下

で， CTPを他の核に較べて著明にとりこむ。 XTPはと

りこみを増加させ， Act. D は影響を及ぼさない。 (3)

RNA合成活性はノイロン核>皮質グリア核>白質グリ

ア核>肝細胞核の順に低くなり，至適pH，Mn++， Mg+¥ 

(NH4)2S04濃度が異なる。

考察肝細胞核，グリア核は poly-A，ノイロン核

は poly-C合成活性が高く， RNA合成活性も細胞核に

より異なる。これらの活性は細胞機能上複雑に関連し合

っていると思われる。

発表
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(1966): Proc. Japan Acad. 42， 1217-1222. 

3. KATO， T. and KUROKAWA， M. (1967): J. Cell 
Biol. 32， 649-662. 
4. KATO， T. and KUROKAWA， M. (1968): Proc. 
Japan Acad. 44， 748-753. 
5. INAMuRA， H.， KATO， T. and KUROKAWA， M. 

(1968): Proc. Japan Acad. 44， 974-979. 
6. 黒川，加藤，稲村 (1968): 神経進歩.12， 307-
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10. 実験的高アミノ酸血症と脳内シスタチオエンの変

イヒ
平野修助

(東邦大・医・生理)

実験的高アミノ酸血症として高プロリン血症及び高フ

ェニールアラニン血症を猿に作り，脳内の遊離アミノ酸

含量の変化，特にシスタチオニンについて追求した。

生後6ヶ月のカニクイザルに体重 1kg当り 0.5-1g

のフェニールアラニンまたは 1-2gのプロリンを猿周

囲形食とともに6ヶ月間に亘って与え，その問血液中

のフェニールアラニンまたはプロリン量の変化並びに尿

中に排j世される諸物質の変動を追跡した。投与後間もな

く血中フェニールアラニンはE常の約 100倍プロリンは
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正常の約10倍に増加し明らかに高アミノ酸血症状を呈す

る。負荷後6ヶ月目に食餌条件反応、を用いO一×を条件

刺激として弁別学習を行なうと，ともに正常群に比し学

習能力の遅退が認められた。

これらアミノ酸負荷群の脳前頭葉皮質を手術的に摘出

し遊離アミノ酸量を検索すると，シスタチオニン量が減

少しフェニールアラニン負荷群で正常の約 1/5，プロリン

負荷群で正常の約 1/10に減少しているのが認められた。

もちろん負荷アミノ酸の脳内増加とフェニールアラニン

負荷群では GABAの低下も誠められた。

プロリン負荷群でその後正常食にすると 3ヶ月で血

中プロリン値が減少し正常値に近づき，脳内シスタチオ

ニンは増加してやはり正常値に近づく。このことは高ア

ミノ酸血症と脳内シスタチオニン減少とが対応すること

を示唆している。

正常猿脳皮質から部分的に精製されたシスタチオニン

合成酵素及びシスタチオニン分解酵素に対してフェニー

ルアラニン或いはプロリンの影響を検べると，5-lOmM

の濃度で合成酵素活性に対しては薄い阻害効果を示した

が，分解酵素にはその濃度で殆んど影響を示さなかった。

このことは，高アミノ酸血症時における脳内シスタチ

オニン含量の低下が，負荷アミノ酸の脳内増加によるシ

スタチオニン合成系の抑制j効果に基づくと理解されるこ

とを示している。

11. 脂質の代謝異常を伴う疾患の研究

主主富 保

(信大・医.J領応研)

研究目的 脂質の代謝異常疾患の一つである呉染性白

質変性症(MLD)と診断された患児脳生検材料を分析し，

化学的に診断を裏付け，本症の特異的な脂質代謝異常が

どのような点に見られるかと試みんとするものである。

研究方法研究対象となる材料が微量なだけに分析操

作に一層の技術を必要とする。総脂質を抽出後，特定の

糖脂質を中心に分離・精製し， TLC， IRースペクトル，

化学分析によってそれら糖脂質を同定する。更に，それ

ら糖脂質の構成脂肪酸やスフィンゴシン塩基をガスクロ

マト法によって明らかにする。

研究結果 糖脂質の分析の結果，多量のセレブ守口シド

硫酸エステル (CSE)が見出され，セレプロシドと CSE

の比は約 1:4.4で，正常脳のそれらの比とは全く異な

ることが判った。然しながら，特に MLDの従来の報告

と異なる点、は，この生検脳では脱髄は見られず，セレプ

ロシドと CSEの脂肪酸やスフィンゴシン塩基組織が正

常脳のそれらとそれ程相違が見られないことである。異

常蓄積した CSEの化学構造もメチル糖のガスクロマト
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法で正常脳のそれと全く同じであることが判った。従っ

て，本症の例は CSEの分解酵素であるサルファチ夕、L

ゼの欠損による CSEの異常蓄積であると考えられる。

研究発表
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日本神経化学会昭和44年第1回理事会議事録

昭和44年 1月8日

出席者:早石修，平野修助，柿本泰男，川北幸男，黒

川正則，佐野勇，高垣玄吉郎，高橋良，塚

田裕三，山川民夫，吉田博，永田豊(事務局)

欠席者:台 弘，江副勉(監事)

議事:

1. 理事長互選の件，塚田裕三理事を全員一致の賛成

により理事長に互選した。

2. 理事補充の件，地域別，専門別，選挙得票数，新

人の登用のことなどを考慮して，下記の3氏を理

事補充候補者とした。(この件は，のちに評議員の

郵送による賛成をえて，決定した。)

永田豊(慶大・医・生理)， 成瀬浩(国立精

研)，佐武明(新大・脳研)

3. 監事候補者選出の件，下記の2氏を選出した。

江副勉(都立松沢病院)， 高坂陸年(岡大・医

.神経)

(本年度の総会の議を経て，理事長が委嘱する。)

4. 名誉会員推薦の件，多年本学会に功績のあった中

{市三氏を名誉会員に推薦することとした。本年度

の総会の議を経て，決定する。

5. 評議員推薦の件，今期(昭和44-45年Jの評議員

の推薦については，本学会において実際に活動さ

れている方々を中心として選出するよう，協議さ

れた。本年度の総会において，選任される。

6. 第12回日本神経化学会運営の件，さきに会長を受

於東京

諾された東大・山川民夫教授が，東大紛争の故に

会長の職務を遂行することが危ぶまれるので辞退

したい旨申し出られ，理事会はこれを承認した。

期日も切迫しているので今年度は，事務局が責任

をもつこととし，塚田裕三理事長が会長を引き受

けた。

会期は，昭和44年10月23日(木) [前夜祭]， 24日

(金)， 25日(土)とした。会場は質素なかっ安全な

場所を選定することとし，新会長に一任された。

シンポジウムは行わず，一般(募集)講演のみとす

る。前夜祭のテーマ，運営は，会長に一任された。

演題募集の形式は従来通りとし，締切は7月31日

(木)，プログラム編成委員会は8月9日(土) [於

東京]とし，なおプログラム編成のための専門委

員として下記8氏を委嘱することとした。

石川晋次(東大・医・脳研)，西塚泰美(神戸大・

医・生化)，大塚正徳(東医歯大・歯・薬理)，高

橋康夫(新大・脳研)，武富保(信州大・医・ JI照

応研)，谷口和覧(阪大・医・高次研)，植村慶一

(東邦大・医・生理)，宇尾野公義(東大・医・内

科)， [ABC 順]

7. 機関誌「神経化学」の編集進行状況につき，高垣

理事より説明があり，第 11回神経化学会の前夜

祭，演題の抄録および質疑討論をl順次提載するこ

ととなっている旨，報告された。

、.."....~・，..・、'.-、a ・ J、.、.".，、....，‘・、，.，、.

第四回日本神経化学会前夜祭 (10月23日)予告

本年度の神経化学会(10月24・25日)の前夜祭として，

次のような討論会を持つこととしました。専門を異にす

る方々から，巾広い自由な討論が期待出来ると恩われま

す。一般会員の方々も積極的に討論に参加して下さるよ

うお願いします。

総説講演では， rニユーロンーグリヤ相関」の主として
生化学的研究，特に HYDEN，ROSEらの研究を中心に紹

介される予定です。

主題:ニユーロンとグリヤの生物学

特にニユーロンーグリヤ相関について

司会:塚田裕三(慶大・医・生理)

総説(紹介)講演者:高垣玄吉郎(慶大・医・生理)
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発言(討論)者:松山 春郎(脳麻研・病理)

一発生を中J己、に

米沢 猛(京府医大・病理)

組織培養の知見から

菅谷英一(神奈川歯大・生理)

一脳電気生理学の立場から一

浜 清(阪大・医・解剖)

一微細構造につL、てー

石井 昌三(順天大・医・脳外科)

一脳浮腫の問題一(予定)

日時:昭和44年10月23B(木)， 5. 00p.m.-7. 00 p.m. 

場所:日本都市センター講堂(東京・千代田区)



神経化学 Vol.8， No. 1， pp. 29~31， 1969 

海外だより

ミラノ大学薬理学研究所

佐藤能子

ミラノ大学医学部薬理学教室とでも称すべき Istituto

di Farmacologia e di Terapia della Universita di Milano 

は医学部薬理学教室ではあるが実際の規模(外観，内容)

は，独立した医学研究所という感である。

1967年4月13日に行われた研究所新館の落成式当時発

表された研究体系(表 1) をみると，どのような理念の

もとに薬理学が実践されているかがわかると思う。

表 1

SEZIONE DI BIO-FISICO-CHI乱lICA

SEZIONE DI CHEMIOTERAPIA 

Laboratorio di antivirale 

Laboratorio di antineoplastica 

SEZIONE DI ENDOCRINOLOGIA 
SPERIMENTALE 

SEZIONE DI F ARMACOLOGIA BIOCHIMICA 

Laboratorio di metabolismo dei Iipidi 
Laboratorio di farmacologia molecolare 

Laboratorio di metabolismo dei farmaci 

SEZIONE DI FARMACODINAMIA 

Laboratorio di farmacologia cardiovascolare 

Laboratorio di anestesiologia 
Laboratorio di tossicologia 

Laboratorio di psicofarmacologia 

SEZIONE PER LA REATTIVITA TISSUTALE 
E TRAPIANTI 

SEZIONE PER LO STUDIO DELLE INFRAST-
RUTTURE CELLULARI 

この研究所の所長はミラノ大学医学部薬理学の教授で

ある EmilioTRABU回目先生である。各セクションの長

の殆んどが教授として立候補キ出来る資格を具えて居り，

研究者達は TRABUCCHI教授を中心として活発に，進歩

*イタリアの大学医学部では(他の学部については知

らない)，教授の空席が出来ると，予め行はれた教授とし

ての資格審査(履歴，業績，面接試験)にパスした人達

が立候補し，全医学部教授の中から指名された代議員に

よって，この立候補者の中から選出される。選出された

教授について受入側の大学が異を唱えれば，再び選挙し

直し，受入側と代議員側の意見の一致をみた候補者が教

授に就任出来る。教授候補者(有資格者)は一年以内に

教授に就任出来なかった時は，また改めて資格審査をう

けて，資格を更新しなければならない。

Universita degli Studi di Milano 

Istituto di Farmacologia 

的な学問をし，業績を発表しているので，ヨーロッパ内

でもまた米国からも注目されている。従って諸外国との

交流も頻繁で，研究所には常時平均10人位外人研究者が

いくつかの分野で共同研究を行っている。そして客員研

究者となってここに半年乃至2年位滞在した外人すべて

が， トラプッキ教授を識ったことに学間以上の意義と満

足とを見出し，帰国後，次々と研究者の交換を申し入れ

てくることはこの研究所の大きな特色の一つである。こ

のことはイタリア人研究者の視野を広め，認識を高める

と同時に，外人研究者同志も多彩な交友に学ぶことが多

く，共産圏の研究者達との自由な話し合いも友情も貴重

な経験となる。外人研究者のとつとつとしたイタリア語

が共通語として，研究所の食堂で， トラプッキ先生を囲

んでの夕食のテーブルに話がはずむのも楽しい風景であ

る。

研究所の学問的内容についてはここで述べるつもりは

ないが，特に世界的水準をめざして，それに近づきつつ

ある人々に，脂質代謝の分野で R.PAOLETTI，内分泌学

に関して， L. MARTINI， A. PECILE，刺激伝導に関する

広汎な研究者として P. MANTEGAZZA，そして電子顕微

鏡を駆使して形態学的に現象の解明をしようとしている

- 29ー



海外だより

ミラノ大学医学部本部にて

右端 TRABUCCHI教授，左端故 BREYER教授

中央筆者 (1965年9月)

F. Clementiの名があげられる。この人達は年令的にも

若く，それぞれの分野で、傑出している。

トラブッキ教授は，毎日曜日早朝から夕刻jまで，新着

の諸雑誌に限を通され，メモをとられ，更にその雑誌の

表紙に掲載論文中読ませたいものの論題に印をつけ，機

外に人名(読ませたいと思う研究者の名)と頁数とを書

きつけられ，之等が翌朝図書係に渡される。図書係は雑

誌の表紙から人名を拾い，そこに雑誌名，巻，号，頁数

を付した人別カードを作成する。そして雑誌は直ちに分

類して定位置に陳列される。之らの作業は正午までには

終り，人別カードは該当者に配られるが，急ぐ時は研究

者自身で図書室へ行って，自分のカードをさがし，今週

はどんな宿題が教授から出されたかを知るのである。こ

れは各研究室に対するトラプッキ教授の研究方針の示唆

とも考えられるし，鞭縫とも感じられる o この研究所が

学界の趨勢に敏感であり，その尖端を競うほどの仕事を

する人達を輩出させているのもうなづける。この毎月曜

日の夕方，大体6時頃から研究者及び技術者全員の集会

がある。トラブッキ教授を中心に，この大世帯の事務的

連絡，施設，備品等に関する連絡等が行われ，その後，

各研究室の現状が教授からの指名で語られ，それについ

て質疑応答し，時にはとんでもない横道の討論に発展し

たりして8時半頃まで続く。この指名は新人でも知る限

りのことを答えなければならない。質問はまた今朝図書

室へ出されたばかりの新着雑誌、中の論旨についてされる

ことも多く，従って常に学界の趨勢を文献上でも知って

おかないと討論に参加出来ないのである。しかしこの会

はあく迄なごやかであり，冗談も乱れ飛ぶのが常である。

外人研究者を含めて常時100人前後の大学卒業者が研

究に従事しているこの研究所の研究室配置は，新館落成

によってその体裁を整えた。新館一階には受付，電話交

換台，小講堂(エアコン)，外人研究者室， Bio品 ico-chi司

mica研究室，図書事務室，図書室，救急処置室，二階

は電子顕微鏡グループの電顕室，切片室及研究室，組織

学窓，共同薬品室，天秤室，消耗品出納庫，中央器具洗

撚室，三階は FarmacologiaBiochimicaセクション全部

と生長ホルモンの研究室，四階はステロイドの各研究室，

Tossicologia研究室， Reattivita Tissutale e Trapianti 

セクションの各研究室， Antineo plastica研究室となっ

ており，二，三，四階の一端には，処置実験中の小動物

(主にマウス，ラット)室が，研究室の廊下から二重ド

アで仕切られてあり，温度，湿度が実験の性質によって

自動的に調節出来るようになっており，また静寂室，人

工昼夜室も作られている。五階には動物飼育室，大動物

手術室，共同小動物手術，高圧減圧実験室，滅菌室があ

り，大動物手術室にはレントゲ、ン，心電図測定機，ガス

麻酔器等も備えられ，主に犬等の臓器移植実験に用いら

れている。動物飼育室は手術室や実験室からガラスのド

アーで区切られ，その中全体が，冷暖房調節されている。

中央の廊下を挟んでー側には犬用の個室が並び，この個

室にはベットコ水道，水呑器，運動場がついている。他

側は動物種別の無処置動物室，処置動物室とが並び，各

室毎に，動物種による至適温度，湿度が調節されている。

之らの動物室及び犬アパートはまことに清潔に保たれて

いる。これは教授を敬愛し，その恩を身に泌みている動

物係夫妻の献身的な勤務によるのである。新館半地下に

は図書室から出入する書庫，学生実習実験室， Farmaco-

dinamiaセクションの各研究室，共同のベックマンや光

電比色計， pHメータ一等の測定室，そして各階にある動

物室の真下に当る場所に動物専用エレベーターによって

運び下ろされた使用済ケージの洗務，滅菌室がある。ま

た中央システムによる蒸溜水，脱イオン水供給室もこの

階である。更に地下一階には超遠心器室，冷凍遠心室，

冷凍室，断熱，防音室等があり，氷室と恒温室は各階に
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作られ各研究室共同で管理されている。渡廊下で結ばれ

た旧館にはトラプッキ教授室，秘書室，大講堂，Antivirale 

研究室，地下一階にウイルス研究の動物室， Psicofarma-

cologia研究室，職員食堂等がある。旧館の二階はこの

研究所の特色でもある多くの外人研究者のための宿泊設

備として約15の個室と三つの浴室，礼拝堂，研究所全体

の白衣，手拭，シーツ等の管理室があり，三階即ち屋根

裏に当る場所に教授の粗末な居室がある。

研究所の設備器械は一応水準のものは揃っているが，

研究者の数と比べると時には轄較する事もあったが，今

後は更に増加し充実していくことと思う。しかし電子顕

微鏡はフィリップス新旧2台，日立1台が動き，シンチ

レ{ションカウンターや， 10台近いガスクロマトグラフ

が定量用，分析用に動き，スピンコも機能を発揮してい

るo Bio-fisico-chimica研究室はシドニーから招かれた

B. BREYER教授と日本人化学者によって創設され，彼ら

の手によって2台の交流ポーラログラフが組立てられ，

その努力を知った館勇教授の尽力で，日本医師会から島

津の交流ポーラログラフ 1台が，この研究所に寄贈され

た。 日本人研究者の帰国後， 1967年11月12日， BREYER 

教授の永眠によりこの3台のポーラログラフは動きを止

めているが，誰か日本の学者が，しばらくこの3台を駆

使しつつイタリア人の後継者を養成したら，この研究所

に新研究面を拓く貢献が出来るのではないかと思う。

これだけ大きい組織と人員を擁した研究所の長であら

れるトラブッキ教授は，御自分の弟子の誰よりも質素な

生活をして居られる。教授の給料は研究所の諸雑費に使

用され，御自身ひとりの屋根裏部屋は最も自由な城であ

る。物質生活の必要さ，金銭の重要さを識って，そこか

ら解脱された自由さ，潤達さが，他に対して寛容であり，

限りなくいっくしみ深くあられるのであろう。御自身に

対しては常に厳しく，あらゆる努力を強制して居られな

ヵ:ら・・ ・。

研究所は cittastudiと呼ばれるミラノ大学医学部基

礎学教室や，理学部，工学部の諸研究所のある， ミラノ

市東方のー画に近く，大きな鈴懸の並木道や，ニセアカ

シアや山桜に似た街路樹のある道にかこまれ，市中の騒

音から遠く，しかも市の中心に行くには乗物の便利がよ

い場所にある。このミラノの春は四季を通じて最も美し

く，復活祭の前後，街路樹の黒い校にもえぎ色の新芽が

吹き，若葉へと日毎に生長し，ひらいてゆくのがみられ，

またたく間に新緑に包まれたかげに白いマロニエの花が

咲き，舗道一杯にニセアカシアの白い花びらが散り敷く

のに驚く。そして復活祭の休暇を終えた人々は7月の学

年末まで，勉強するのである。

永年住み馴れた研究所や， トラプッキ教授に関して充

分な表現が出来なかったことを心苦しく思いつつ稿を終

る。
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No. 30 December， 1968 

SEASONS GREETINGS 

This newsletter has been in existence since February， 1964. It seems appropriate 

that we start the next year with a new format. 1 have had a number of good suggestions 

but there is still time to consider others if you write me now. 

The A. E. Bennett Awards in the field of biological psychiatry will be given again 

this year with事750being given to the best paper in basic research and the same amount 

to the best clinical paper. The deadline is February 10， 1969. Those who wish to 

compete should send the paper in triplicate to Williamina A. Himwish， Ph.D吋 Chairman，

Committee on Research Awards， Society of Biological Psychiatry， Galesburg State 

Research Hospital， Galesburg， Illinois 61401. 

NEW ADDRESSES: 

Dr. John Dobbing 

Department of Child Health 

University of Manchester 

Clinical Sciences Building 

York Place 

Manchester， 13， England 

Dr. Richard J. Schain 
Associate Professor of Pediatrics and Neurology 

Department of Pediatrics 

U.C.L.A. Center for the Health Sciences 

Los Angeles， California 90024 

NEW BOOKS: 

Dr. N eil H. Raskin 

U. C. Medical Center 

Department of Neurology-794M 

San Francisco， California 94122 

"Advances in Teratology" edited by D. H. M. Woolam， Academic Press， New York， 

Volume 1， 1966，事12.50，Volume 2， 1967，事16.00and Volume 3， 1968， in preparation. 

“The Structure and Function of Nervous Tissue:' edited by G. H. Bourne， Academic 
Press， New York， Volume 1， 1968，事28.00and Volume 2， 1969， in preparation. 

“Current Topics in Developmental Biology" edited by A. A. Moscona and A. Monroy， 
Academic Press， New York， Volume 1， 1966， $12.50， Volume 2， 1967，事14.00and 

Volume 3， 1968， $11.50. 
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“Aゆects01 N eural 0ηtogeny" edited by A. F. W. Hughes， Academic Press， New York， 

1968，事12.50.

“Fetal Homeostasis月 editedby R. lVI. Wynn， New York Academy of Sciences， Smithsonian 

Institution， P.O. Box 225， lVIadison Square Station， New York， New York， 10010， Vo1ume 

1，事9.50and Vo1ume 2，事9.50.

State of Illinois 

Samuel H. Shapiro， Governor 

Department of lVIenta1 Health 

Harold lVI. Visotsky， lVI.D.， Director 

Thudichum Psychiatric Research Laboratory 

Haro1d E. Himwich， lVI.D.， Director 
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two healthy siblings. New Engl. J. Med.， 278:590， 
1968. (25) pryoれ G.T. Postnatal developrnent 

of cholinesterase， acetylcholinesterase. arornatic 

L-arnino acid decarboxylase and monoarnine 

oxidase in C57BL/6 and DBA/2 mice. Life Sci .. 

7:867， 1968. 
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du corps calleux chez l'homme. Role de la com-

misure blanch巴 anterieurefoetale. Arch. Anat. 

Pathol.， 15:81， 1968. (6) Auroux， M. Le corps 

calleux n'est-il qu'une simple commissure inter-

hemispheriue? Arch. Anat. Hist. Embr. norm. 

exp.， 50: 195， 1967. (7) Auroux， M. Les com-

missures telencephaliques， leurs variations et 

leurs suppl己ances.Bull. Ass. Anat. 51e Reunion 
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Influence of repeated stagnation hypoxia， caused 

by acceleration of 5 g， on the somatic and func-
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on the development of kernicterus. Biol. Neo-

natorum， 12:371， 1968. 

CURRENT CONTENTS， 1 1: September 

17， 1968 

(1) Kluge， H.， Wieczorek， V. and Braunlich， 

H. The influence of chlorpromazine on adeno-
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一一|編集後記1
.本号には総説1篇と海外だよりをのせることが出来 て混乱したむきもあるようです。また，医学界におけ

ました。総論は大月さんらの脳潅流の多年の研究と忠 る学会のあり方も活発に討議されています。この「神

索の結実です。多くの読者に有佳な論文であると思わ 経化学会」のような専門のせまい，むしろ懇話会的学

れます。海外だよりはミラノに長くおられた佐藤さん 会はどのようにあるべきか，会員の方々の積極的な提

の寄稿をえたものです。トラブッキー教授の研究所は 案を期待致します。

世界的に有名ですが，そこのパオレッチ一博士を会長 田秋の神経化学会では，昨年に引き続き，前夜祭を催

/ として，この9月に第2回国際神経化学会が催されま します。ニユーロンーグリヤ相関という，古くからの，

す。この学会には日本からも数名の参加者があるよう しかし最近特に注目されている問題が取り扱われま

です。佐藤さんの海外だよりはその方々に特にご参考 す。発言者のうちに一部未決定の方がありますが，大

になると忠われます。 部分の方には承諾して頂きました。充分な自由討論の

圃「でんどろいと」欄の寄稿がありませんでしたの 時間が持たれる予定ですから，会員の方々も活発に参

で，本号では休載としました。決してやめたわけでは 加して下さるようお願い致します。

ありません。会員の方々の研究室での抄読会で特に輿 圃いつも編集後記では，発行のおくれのお詑び、をして

味をもたれた問題，議論がわかれた問題など，どしど おりますが，ここでもまた深くお詑びしなければなり

しご投稿下さるよう重ねてお願い致します。原稿用紙 ません。現在のところ，事務局のある大学(慶大・医

(400字詰) 3~5 枚程度のもの(主要文献も記載して 学部)は封鎖されている訳ではなく，編集事務のおく

下さL、)をお送り下さL、。薄謝を呈します。 れにも物理的な理由はありません。次号，その次の号

園大学紛争はとどまるところをしらずと言った感さえ とつづけて発行することをお約束致します。

あります。所謂「大学立法jのために，問題がかえっ (高垣記)
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「神経化学」投稿規定

1.神経化学領域の研究報告論文(原著)の投稿をうけ

つける。神経系の化学的研究に直接貢献する論文を

うけつけるほか，臨床報告・短信をも合めて広く神

経系の化学に関連の深い論文を歓迎する。

7.投稿論文は簡潔な日本語(原則として，常用漢字・

現代かなづかし、)であって， 400字詰原稿用紙に縫

書検書としたものでなければならなL、。

8.論文の構成(緒言，方法，結果，考察，総括，文献

など)は原著論文としての慣例に従うことが望まし

い，総括(結論)は論文の最初に掲載し， 800字以

内のものとする。

2.投稿論文の著者はすべて「日本神経化学会」の会員

でなければならなL、。

3.投稿する原著論丈は，他誌に掲載されずまた掲載予

定でないものに限る。 9.表題・著者名・所属には英文・ロ戸マ字書きをそえ
4.投稿論文の送り先: る。

東京都新宿区信濃町35(郵便番号1(0)

慶応大学医学部生理学教室内

10.図および表:図および表は本女と別の用紙に書き，

本文中にその掲載位置を明記する。図(および写真)

の説明はさらに別の用紙に記載しlsIの原稿(あるい

は写真)に付する。図の原稿は墨で浄書することが

日本神経化学会事務局宛

5.掲載料および別刷料:掲載料は論文の刷り上り 4頁 望ましいが，縮小率などの関係から編集委員会でト

(1∞字詰ぶ応用紙約15枚に相当)まで無料としそれ レ{スし[l1[すことがある。表および図(写真を合む)

以上は著者負担とする。この無料の頁数には，図・ の組版代などの実費は著者負担とする。

表・文献のスベースを合むものとする。なお，第1 11.文献:参照文献は本文中には著者名・年号を括弧に

報，第2報の如く分割Jして投稿する場合は，編集委 入れて示し，本文の最後に一括して著者の ABCJI原

員会の判断にもとづき，zrj 2報以下は超過したもの に記載する。文献記載の方法は J.Neurochem・の

とみなし，著者負担とすることがある。 規定に準拠する。

別刷は50部を単位としてその倍数の申しこみをう 12.用語および略語:物質名および生化学用語(単位な

けつける。別刷は全部有料(実費)とする。 ど)の記載のならびに略語の使用は，原則として

6.投稿論文の採否は編集委員会が決定する。受理した Biochem. J.の規定に準拠する。薬剤名，t:l:用の略

論文の体裁がこの規定に従わない部分は編集委員会 話を用いるときは，その最初に用いられるところに

において訂正することがある。 脚誌として説明を加える。

編集委員 (ABC順)

石川晋次 柿本泰男 高坂陸年 黒川正則
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